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一般社団法人 日本医学健康管理推進機構設立準備室

HASTOS運営事務局

２０２５年２月７日

HASTOS健診実施主体向け説明会資料

HASTOSの利用開始について



これまでの振り返り
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これまでの経緯

  

  

    

年月日 内容

2008/2/22 日本医学健康管理評価協議会設立

2016/10/2 健診標準フォーマット（以下、KMAT）推進を日本医学健康管理評価協議会
が共同宣言

2017/12/7 KMATを健診結果データの電子的標準様式と決定

2018/4/ 健診結果データ変換ツール「POST.ex®」開発開始

2018/9/ 内閣府SIP第2期研究（5年間）に参画し、KMATの研究開発促進

（SIP:戦略的イノベーション創造プログラムAIホスピタルによる高度診断治

療研究）

2024/4/ 厚生労働省SBIR補助事業でHASTOS®による社会実装に向け準備のた

めの研究開始

（SBIR:AIホスピタル実証化のための医療現場のニーズに即した医療AI技

術の開発・実証）

2024/9/18 一般社団法人日本医学健康管理推進機構（設立準備室）登記

2024/10 HASTOS®試行運用を開始
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変換ツール（POST.ex®）と共同利用センター（HASTOS®）の機能

POST.ex
開発

サーバー

変換ツール（POST.ex）の配布

健診データCSVファイルを
健診機関施設内で
結果データを変換

変換エラーがないこと確認

健診実施主体
健診実施主体から指定の方法で送付

健診機関

HASTOS
サーバー

健診実施主体

■変換エラーがあれば
サーバ側でも確認でき
るため、変換ツールの
修正を行い、再度アッ
プロードを依頼する。

健診実施主体から別途送付方法の指定がある場合は指定の方法で送付

変換後ファイルの

ダウンロード

変換後ファイルの

アップロード
送信先は健診実施主体

変換後ファイルの

ダウンロード

変換エラーがないこと確認

健診機関

POST.ex
オンライン

健診データCSVファイルの

アップロード
送信先は自施設

変換エラーがあれば、事務局に連絡

修正版変換ツール（POST.ex）の配布

■変換エラー
の確認を健診
機関の担当者
と行い、
変換ツールの
修正を行う

エラー内容と修正箇所の確認を行う

変換ツール（POST.ex） HASTOS

機能 個々の健診機関に対して配布される健診標準フォーマット変
換ツール（POST.ex）により、施設内において、
健診標準フォーマットに変換する機能

健診機関によってアップロードされた健診データCSVファイルを
HASTOSサーバ内で健診標準フォーマットに変換し、提出先である
健診実施主体（企業、健保、代行機関など）が、
ダウンロードすることができるシステムサービス

ダウンロードしたと
きに、完了処理をす
るとデータはサー
バーから削除され
ます。
完了処理をし忘れ
た場合は１週間後に
自動削除されます。
サーバーにデータ
は残りません！
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変換ツール（POST.ex）とHASTOSメリットと注意点

変換ツール（POST.ex） HASTOS

メリット ・複数の納品用CSVが一つになり、複雑な作業
が単純化されるので、作業効率が上がる。

・所見用語等が標準化されるので健診データの
集計が容易になる。

・POST.exに登録するデータ形式が１種類で固
定されるので健診システムに対する改修費用が
極端に少なくなる。（個別のCSV出力のプログ
ラムをベンダーに依頼すると都度高額な費用が
かかります。）

・所見などは標準化されるが、専門医に標準所見
を強要する必要がない。所見の登録に自由度
が高い。

・労基署用の判定値があらかじめ示されるので、
全国統一の統計処理も容易になる。

・変換ツールのアップデートはHASTOSで一元管理できるので、
納品先が増加しても運用費用の増加を抑えられる。

・HASTOS内の変換前および変換後の健診データは、健診機
関、健診実施主体が完了すれば完全に消去される。サーバー
内に健診結果データは残されない。

・アップロードするだけで数分後には健診標準フォーマットに変
換され、標準化された結果データはHASTOSから健診機関
に戻され、作業ログを参照することで変換エラーを確認でき
る。そのまま健診実施主体に提供することも可能。

・健診結果データはCSV形式が基本だが、XML、JSON
（FHIR）形式も選択して受領できる。

・紙でしか結果票を送れない健診機関にもスキャンされたデー
タで対応できる（機能の構築中）。

注意点 ・健診機関の施設内で変換作業を行うため、一定
の作業が必要で、変換ツール利用前の従来の作
業工程の変更が必要。

・検査項目の内容が変わった場合など、変換エ
ラーが発生した場合、そのたびごとに健診標準
フォーマット事務局とメール等でやりとりが必
要になる。

・アップロード機能・ダウンロード機能の運用や変換エラーへの
対応のための利用料が発生する。

・健診機関からHASTOSに健診結果データをアップロードする
ため、専用回線の利用と同等の医療情報の取扱い（3省2ガイ
ドライン等）に関する体制の構築が必要になる。

健診機関及び健診実施主体ともに
健診結果データ作成や取りまとめに関する

作業コストの軽減が図られる
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１．2025年度HASTOS®サービス開始にあたって
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2025年４月からHASTOS商用サービスが始まります

⚫ 健診実施主体から健診機関に対して「HASTOSを利用して健診結果データの納品
」をお願いしてください。2000項目を原則にしてください。
⇒ HASTOS利用健診機関は２月末までにホームページに掲載予定です。

⚫ HASTOSを利用して健診データ等を納品できる健診実施主体名称は３月中に
HASTOS上で納品可能先団体として表示されます。

⚫ 納品用健診データzip形式のほかに請求書・受診者総括表などのpdf形式データも
同時に受信できます（郵送費削減、紙媒体をなくせる）。

⚫ 正式利用申し込み後、年度初めに利用料等の請求をさせていただきます。

⚫ インターネットによるネットワーク接続を基本とし、セキュリティ対策は厚生労働省・
経済産業省・総務省の3省2ガイドラインに完全準拠しています。

⚫ サーバー内の変換作業時にはデータファイルのハッシュ値を求めブロックチェーン
技術を用いてログ情報を記録することで「改ざん」対策を行います。

⚫ 厚生労働省の通知文で40歳未満の健診結果データを収集する際HASTOSの利用
例について紹介されています。
「定期健康診断等及び特定健康診査等の実施に係る事業者と保険者の連携・協力事項について」の一部改正について 基

発 0731 第 1 号 令和５年７月 31日
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KMAT ver5.0 の特徴 １

• 項目数は2000項目、1501以降は検査値別判定が登録されています。

• 1受診者、1履歴、1レコードを単位として一般的なCSV（カンマ区切りテキスト）

形式を採用しています。

• 国内で行われるすべての法定健診・検診の標準的項目を網羅しています（請求情

報は対象外）。

• 登録されるデータは “コード”を利用せず、コード名称（標準用語）を登録してい

ます。その際、1項目最大長は256バイト（126文字）です。

• 画像所見、判定コメントなど一つの項目に複数の内容を“、”読点で連結して格納

している。画像所見の標準名称は専門医師の協力を得ています。また、健診機関

が登録した標準化前の原本も同時に登録しています。

• 項目間の正確性を保つためにデータ間の相関チェックを行い、入力上限・下限値

で独自の範囲チェックを行っています。

• 数値項目に「未満」「以下」「超」「＜」「＞」などの文字列が含まれる場合にはすべて

「↑」「↓」に統一しています。基幹システムに登録する場合には↓↑を消去する作

業が容易になります。
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KMAT ver5.0 の特徴 ２

• 事業所における労基署報告（様式6号）用フラグを自動設定しています

• 健診機関では機能別判定・臓器別判定等の判定方法が標準化されていないの標

準判定は日本人間ドック・予防医療学会のガイドラインに準拠した標準判定を組み

込んでいます

• 健診標準フォーマットの仕様は新社団法人が著作権を保持しています。よって、健

診標準フォーマットを利用する際にはライセンス費用が発生します

（補足）

• 健診実施主体（納品先用）の判定体系・コード体系に対応し、健診標準フォーマット

を健診実施主体の個別基幹システム用の登録用データを作成する2次変換ツール

の提供が可能です。

• 健診標準フォーマットのCSV形式データを第4期特定健診対応のHL7CDAXML

形式（厚生労働省標準）に変換するツールの提供が可能です。

• 今後は、電子カルテ情報共有サービスへの伝送用に、HL7FHIRJSON 形式（国

内標準）への変換サービスを開発中です。



🄫 日本医学健康管理評価協議会 健診標準フォーマット管理事務局
10

KMATver5.0は今月中に公開します



今後のスケジュール
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大項目 小項目 １月 ２月 ３月 ４月〜翌3月 備考

HASTOS 事業

健診標準
フォーマット

HASTOS/
POST.ex 
Online

商用版
POST.ex 
Offline

HASTOS実証

▲HASTOS 正式開始

HASTOSサービス提供

2000項目版KMAT (v4.x)

2000項目版KMAT (v5.x)

仮運用（習熟・試験期間） HASTOS商用運用

必要に応じて順次提供開始

提供主体: 一般社団法人日本医学健康管理推進機構 問合せ窓口: HASTOS運営事務局（jimukyoku@hastos.jp）

▲健診機関公開

▲実施主体公開
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２．２０２５年度商用サービス利用申込みについて

＜健診実施主体＞
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健診結果データの流れ

HASTOSサーバー

CSV2

CSV3

CSV1

KMAT 自社CSV

二次変換

自社健康管理
システム

KMAT

自社健康管理
システム

取り込み
プログラム

■取り込み方法１
取り込みプログラムを開発して取り込み

■取り込み方法２
POST.exを利用して
取り込み可能な自社フォーマットに二次変換

健診機関１

健診機関２

健診機関３

●HASTOS利用契約 ●POST.ex利用許諾契約

●POST.ex設定業務委託契約

POST.exソフトを使って二次変換
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2025年度・契約プラン選択チャート

2025年度健診標準フォーマットで

結果を受領する

POST.exによる

二次変換が必要

●HASTOS利用契約

（年間約９万円〜）

HASTOSでデータを

受領できる

NO

NO

YES

YES

①HASTOS標準プラン

●HASTOS利用契約

（同左）

●POST.ex利用許諾契

約（年間10万円）

●POST.ex設定業務委

託契約（初期20万円）

●HASTOS利用契約

<KMAT使用料のみ>

（年間約５万円〜）

YES

NO

●HASTOS利用契約

<KMAT使用料のみ>（同左）

●POST.ex利用許諾契約

（年間10万円）

●POST.ex設定業務委託契

約（初期20万円）

①HASTOS標準プラン（KMAT使用料のみ）

ネットワーク環境、自社セキュリティポリシ

ーの関係でHASTOSが利用できない場

合、健診機関が作成したKMATによる健

診結果データを、独自の手段でお受け取

りください。

なお、その場合にも変換対象となる社員

数、組合員数等に応じたKMAT使用料

がかかりますのでご了承ください。

POST.exによる

二次変換が必要
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契約について

契約種類 契約手続き 手順等

1 HASTOS利用契約
＜HASTOS利用規約＞

HASTOS利用規約に同
意いただき、利用申込書
の提出をお願いします

約１週間後でID， パスワードを
発行し、利用開始案内（メール）
を差し上げます。
利用開始案内に従って利用を
開始してください。

2 POST.exソフトウエア
利用許諾契約
＜POST.exソフトウエ
ア利用許諾約款＞

二次変換のために
POST.exをご利用頂く
場合、POST.exソフトウ
エア利用許諾約款に同意
いただき、利用申込書の
提出をお願いします

3 POST.exソフトウエア
設定業務委託契約

指定事業者との業務委託
型契約となります
HASTOS事務局にご連
絡ください

契約締結後、設定作業開始ご案
内（メール）を差し上げます。
約１ヶ月で設定完了予定です。
設定済みのPOST.exオフライ
ンを納品して、業務完了となり
ます。

①

H

A

S

T

O

S

標

準

プ

ラ

ン

P

O

S

T.

e

x

利

用

あ

り
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自社健康管理システムへの取り込みについて p13参照

取り込みパターン 方法 必要となる契約

１ KMATファイル取り
込み機能の開発

HASTOS利用契約を締結した健診実施
主体には健診標準フォーマットの仕様を
開示します。それを元に自社健康管理シ
ステムに取り込みプログラムを開発する
ことができます。

⚫ HASTOS利用契約

２ POST.exオフライン
を利用した２次変換

KMATを自社健康管理システムフォー
マットに変換（二次変換）するために
POST.exオフラインを利用することがで
きます
利用に先立ち、POST.exオフラインの設
定（取り込み用のマップファイルの作成）
が必要となります。

⚫ HASTOS利用契約
⚫ POST.exソフトウエア利
用許諾契約

⚫ POST.exソフトウエア設
定業務委託契約

３ HASTOSプラスの
利用

変換後のKMATファイルをXML， FHIR，
協会けんぽフォーマット、東振協フォー
マットに変換することができるHASTOS
のオプションサービス（HASTOSプラス）
を用いて、自社システムに取り込み可能
なフォーマット（例えばXML)に変換した
のちに、自社健康管理システムに取り込
みます。

⚫ HASTOS利用契約
⚫ HASTOSプラス利用契
約（予定）

KMAT変換された健診結果データを以下の方法で、自社健康管理システムの取り込むことが考えられます。



Confidential

© 一般社団法人 日本医学健康管理推進機構設立準備室 17

開通までのスケジュール

HASTOSの利用を希望される場合、HASTOS利用規約に同意いただき、HASTOS運営事務局に「HASTOSサ
ービス利用申込書」を提出してください。
申込書受付後、１週間程度でID, パスワードをご連絡します。利用開始案内に従って利用を開始してくださ
い。

▲ID，パスワード発行

▲利用開始

▼HASTOSサービス利用申込書受付

１週間

▲納品

▲利用開始

▼POST.exソフトウエア使用許諾申込書受付

１ヶ月

▼事務局よりご連絡

■二次変換に変換プログラムPOST.exを利用する場合

POST.ex開発

▼ 指定事業者とPOST.exソフトウエア
設定業務委託契約締結

二次変換に変換プログラムPOST.exを

利用する場合、１ヶ月程度、プログラ

ムの設定に時間がかかります。
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請求について

⚫ 申込書に記入いただいた利用想定人数を元に計算される利用料を、サ

ービス利用開始と同時に、請求させていただきます。（４月以降、順

次、発行いたします。）

⚫ 請求書は、申込書に記載の電子メールアドレスに届きます。請求書に

記載の振込先口座に期日までに振込をお願いします。

⚫ なお、実際の利用数との乖離が大きい場合は、年度末に利用料金の差

額を調整させていただく場合があります。その場合は事務局より、ご

連絡を差し上げます。あらかじめ、ご了承ください。
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料金表
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健診実施主体料金

項目 年間利用件数 金額 備考

1 システム基本利用料L ー
年額

90,000円

年間1,000件分の健診標準フォーマット使用料を含む。

年度途中参加は月割（月額7,980円）

2
POST.exソフトウエア

使用許諾料（年額）
ー

年度ごと

100,000円

自社フォーマットへの２次変換を実施する場合は

POST.exオフラインを用いて行うことができます。

その場合、POST.exソフトウエア使用許諾契約を締結

いただきます。

3
POST.exソフトウエア

新規設定費用
ー 200,000円

費用にはマップファイルの新規設定費用を含みます。

指定事業者と業務委託契約となります。

金額は税別

20

項目 年間利用件数 金額 備考

1
健診標準フォーマット

使用料（年額）

1,000件以下 定額50,000円
健診標準フォーマットは健診標準フォーマット管理事務局が

その著作権を管理する著作物です。

健診標準フォーマットでデータを受け取る際には健診標準

フォーマット使用料が発生します。

なお、HASTOS利用の有無に関係なく、健診標準フォー

マット使用料は発生します。

以下の場合、HASTOS運用事務局までお問い合わせくだ

さい。

・HASTOSは利用しないが、健診機関から健診標準フォー

マットで健診データを入手する場合

・健診システム、健康管理システムに健診標準フォーマット

を組み込んで利用する場合

・その他、扱いが不明の場合

1,001件以上 30円/件

10,001件以上 20円/件

100,001件以上 10円/件

■ HASTOS料金表

■ 健診標準フォーマット使用料金表

年額固定のHASTOS利用料金に加えて、利用件数に応じた健診標準フォーマット使用料金がかかります。

金額は税別
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健診実施主体料金早見表

レンジ
（千件）

対象件数
システム
利用料

健診標準
フォーマット
使用料

合計金額

0 1,000まで

90,000

左記に含む 90,000

1 2,000まで

30,000円
/千件

120,000

2 3,000まで 150,000

3 4,000まで 180,000

4 5,000まで 210,000

5 6,000まで 240,000

6 7,000まで 270,000

7 8,000まで 300,000

8 9,000まで 330,000

9
10,000ま

で
360,000

10 10,000-

20,000円
/千件

360,000-

20 20,000- 560,000-

30 30,000- 760,000-

40 40,000- 960,000-

50 50,000- 1,160,000-

60 60,000- 1,360,000-

70 70,000- 1,560,000-

80 80,000- 1,760,000-

90 90,000- 1,960,000-

レンジ
（千件）

対象件数
システム
利用料

健診標準
フォーマット
使用料

合計金額

100 100,000-

90,000
100,000

円
/万件

2,160,00
0-

200200,000-
3,160,00

0-

300300,000-
4,160,00

0-

400400,000-
5,160,00

0-

500500,000-
6,160,00

0-

600600,000-
7,160,00

0-

700700,000-
8,160,00

0-

800800,000-
9,160,00

0-

900900,000-
10,160,0

00-

1,000
1,000,00

0-
11,160,00

0-

システム利用料＋健診標準フォーマット使用料の最低金額は1000件未満で9万円。以降は利用想定件数を1000件単位で刻み、健

診標準フォーマット使用料を計算する。なお、10万件以上は1万件単位で刻んで計算する。

【計算例】

例１．

社員数11,200人の組織の場合：200を切り上げて、12,000件利用

として金額を計算する。36万円＋2万円/千件✕2千件=40万円

例２．

社員数111,200人の場合：1,200を切り上げて、120,000件利用と

して216万円＋10万円/万件✕2万件=236万円

例３-①

2.8万人の場合：56万円＋2万円/千件✕8千件=72万円

例３-②

2.8万人でHASTOSを利用しない場合：72万円-4万円（1,000件

以下のシステム利用料と健診標準フォーマット使用料のみの差額4万

円）＝68万円

金額は税別
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利用規約・申込書
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HASTOS利用規約
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HASTOSサービス利用申込書（実施主体・代行機関）
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POST.exソフトウエア使用許諾約款
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POST.exソフトウエア使用許諾申込書
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